
水と緑と花のまち 線量瀦3昭和47年2月15日 No. 674 

今月回交通事故相践日

2月22日 〔火〕

市役所第 1会議室

10時 - 15時
なるべく事敏に関係の書思を

ご鱒怠ください

市政 だより

.~.~ι 
一

1JH4目 久原燭の火災現渇より

全国いっせい春の
時ー.._.._..ー・.争..-・・ー.._..-・・_..

火災予防運動
-ー..-・・ー..-・・ー.._.._..-・・ー・・ー・.

2月29日-3月13日

... ・幅値置幽・圃聞掴圃圃圃--・薗幽

O 

( 

ζ 

ζ

を

と

じ

て

く

だ

さ
も、

V 

火を使う人なら
できる火の始末

O 

:{1:IU，tると火災の発生しやすい気象状惣が続き.

人びとの処分もゆるみがちです.本市においては

昨年に畿いて今年も火災が多発しております.全

国統計では火災の8割以上は、 。不注怠守令不始

末、から起乙勺ておりますので、 お互いじゅうぶ

ん注怠しまし ょう.

〈期間中の前半7日聞は車両‘株野の火災予防

を重点的に行芯います}

るお願い。

火入れ及び火災とまぎらわしい行ぬ{甥または

炎が幽る怠それのある焼勾など)を行fょう渇合は

事前に必ず消防嘗へ連経して〈ださい.

皆さんのと協力をお願いします.

侮月 1回 15日発行 発刊す所/大村市役所編集A/総務保長岩永敬之 印刷所/磁文社印刷所
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(2) 

入
で
き
ま
せ
ん。

保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
場
合

日
本
国
内
に
お
い

て
車

両

(自

動

車
、
モ
ー
タ
ー
バ

イ
ク
、
自
転
車
、

荷
車
な
ど
)
に
の

っ
て
い
て
衝
突

し
た
り
、
墜
落
、
転
覆
し
た
り
し

た
事
故
、
ま
た
歩
い
て
い
て
こ
れ

ら
の
車
両

に
は
ね
ら

れ
た
り
し

た
事
故
の

と
き
で
す

船
舶
な

ど
に
よ
る

事
故
は
支

払
い
の
対

象
と
な
り

ま
せ
ん
。

おおむ

毎
日
の
よ
う
に
痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
く
り
か
え
さ
れ
、
平
和
な

家
庭
の
幸
福
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
は

四
月

一
日
か
ら
四
十
七
年

度
分
が
実
施
さ
れ
ま
す
が

た
だ
い
ま
町
内
会
を
通
じ

て
加
入
申
し
込
み
を
受
け

つ
け
て
お
り
ま
す
。

加
入
で
き
る
人

大
村
市
に
住
所

(住
民
登

録
)
の
あ
る
か
た
は
、
ど

な
た
で
も
、
い
つ
か
ら
で

市政だより

春の火災予防運動

一重点実施事項-

付
主
婦
の

た
め
の
、

『
防
火
教

室
』
の
開

催
。

向
車
両
火

災
を
予
防

す
る
た
め

の
マ

イ
カ

ー
の
点
検 受

付

始

.ィク

開

も
加
入
で
き
ま
す
。
市
内
に
住
所

の
な
い
市
外
か
ら
の
通
勤
者
は
加

整
備
及
び
パ
ス
な
ど
の
消
火
避
難

訓
練
の
実
施
。

同
林
野
火
災
を
予
防
す
る
た
め
の

ハ
イ
カ
ー
な
ど
の
タ
バ
コ

の
投
げ

捨
て
防
止、

及
び
あ
き
地
な
ど
の

枯
れ
草
の
刈
り
取
り
の
撤
底
。

回
旅
館
、
病
院
、
学
校
な
ど
の
多

数
の
人
び
と
を
収
容
す
る
防
火
対

象
物
の
消
火
、
通
報
及
び
避
難
訓

練
の
実
施
。

同

『
独
居
老
人
』
宅
、

の
防
火
診
断
の
実
施
。

サ

イ

レ

ン

を

吹

鳴

し

ま

す 般
家
庭

どの定午
を で め 後 火
励 、、九 災
行 火 サ 時 予
しの イ を 防
て元レ「運
くの ン消 動
だ 点 を 防 期
さ 検 吹の聞
い 、鳴時 中
。確 し間
認ま」 毎
なすと日

E画、，...，.、~、-

治
療
期
間
六
カ
月
以
上

e

六
万
円

治
療
期
間
五
カ
月
以
上
六
カ
月
未

満
・・
・
五
万
円

治
療
期
間
四
カ
月
以
上
五
カ
月
未

一一

農

業

委

員

会

委

員

一

満
・:
四
万
円

・

治
療
期
間
三
カ
月
以
上
四
カ
月
未

一

選

挙

人

名

簿

の

縦

覧

一

満

三
万
円

一

今
年

一
月

一
日
現
在
で
調
製
し

一

治
療
期
間
二
カ
月
以
上
三
カ
月
未

一た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
一

満

二
万
円

一を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

一

治
療
期
間
一

カ
月
以
上
二
カ
月
未

一

特
に
今
年
七
月
に
予
定
の
選
挙

一

満

一
万
円

一
に
乙
の
名
簿
を
使
用
し
ま
す
の
で
一

治
療
期
間
一
週
間
以
上

一
カ
月
末
一

登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投
票
で

一

満

五
千
円

一
き
ま
せ
ん
の
で
登
録
も
れ
の
人
は

一

治
療
期
間
一
週
間
未
満

二
千
円

一
そ
の
旨
を
縦
覧
期
間
中
に
申
し
出

一

治
療
期
間

と

は

「

け

が

を

し

た

日

一

て

く

だ

さ

い

。

一

か
ら
平
常
の
業
務
に
従
事
す
る
こ

一

縦

覧

期

間

一

一

二
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
八
日
一

農
業
者
年
金
に
加
入
を
l

l

一

一ま
で
(
八
時

手

分

J
十
七
時
)
一

一

一

縦

覧

場

所

一

一

-A
r
a
-

一

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

一

「

農

業

者

の

み

な

さ

ん

一

な

お
名
簿
の
抄
本
を
関
係
出
張
所
一

一
に
お
い
て
閲
覧
し

ま

す

。

一

の
ど
う
い
う
人
が
加
入
す
る
か
一

五
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営

主
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

大
正
五
年

一
月
二
日
以
後
生
ま
れ

た
人
は
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

①
そ
の
ほ
か
希
望
に
よ
っ
て
加
入

で
き
る
入

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
五

十
五
歳
未
満
の
人
で
次
の
例
、

川作

例
に
該
当
す
る
人
は
希
望
に
よ
っ

保
険
料
は

一
人
四
百
八
十
円
(
一

年
分
)

で
、
五
月
以
降
の
中
途
申
し
込
み

は
、
月
割
四
十
円
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
は

川
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
(
事
故
に

あ

っ
た
日
か
ら
百
八
十
日
以
内
に

そ
の
傷
害
が
も
と
で
)
:
・
五
十
万

円凶
け
が
を
し
て
、

失
明
し
た
り
、

片
手
ま
た
は
片
足
を
失

っ
た
と
き

な
ど
(
事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
百

八
十
日
以
内
に
そ
の
傷
害
が
も
と

で
)
・:
三
十
万
円

聞
け
が
を
し
て
、

医
師
の
治
療
を

受
け
た
と
き

乙
の
農
業
者
年
金
は
、
全
国
の

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
長
年
の
熱
望

に
よ
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
制
度
で

農
業
者
の
か
た
が
た
の
老
後
の
福

祉
の
向
上
と
農
業
の
近
代
化
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
老
後

と
明
る
い
農
村
を
目
ざ
し
て
昭
和

四
十
六
年
一

月

一
日
か
ら
農
業
者

年
金
業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す

あ
な
た
も
早
く
農
業
協
同
組
合
で

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

と
が
で
き
る
程
度
に
快
復
し
た
日

ま
で
」
を
い
い
ま
す
。

て
加
入
で
き
ま
す
。

例、

三
十
ア
ー
ル
以
上
五
十
ア
ー

ル
未
満
の
農
業
経
営
主

判
、
農
業
生
産
法
人
の
営
む
農
業

に
常
時
従
事
し
て
い
る
構
成
員。

例、

五
十
ア
ー

ル
以
上
の
農
業
経

営
主
の
あ
と
継
ぎ
。

く
わ
し
く
は
農
業
協
同
組
合
ま
た

は
農
業
委
員
会
へ
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りおおむ

入所児を募集中

西
本
町
に
建
設
中
の
本
町
保
育

所
は
四
月
一
日
開
所
の
予
定
で
す

福
祉
事
務
所
で
は
、
乙
の
保
育

所
の
入
所
児
童
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

入
所
申
請
書

は
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
所
で
き
る
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は

そ
の
家
庭
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事

情
に
あ
る
場
合
で
す
。
し
か
し
次

の
付

t
伺
ま
で
は
、
そ
の
家
庭
の

母
親
以
外
の
人
が
児
童
を
保
育
で

き
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

付
児
童
の
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外

で
仕
事
を
す
る
た
め
。

市政だより

原
爆
特
別
被
爆

者
で
、
つ
ぎ
の

事
項
に
該
当
す

る
か
た
は
申
し

出
て
く
だ
さ

①
特
別
被
爆
で

あ
っ
て
低
所

得
者
で
あ
る

同
児
童
の
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児

童
と
は
な
れ
て
日
常
の
家
事
以
外

の
仕
事
を
す
る
た
め
。
た
だ
し
父

親
が
そ
の
仕
事
に
従

事

し
て
い

て
、
そ
の
た
め
の
使
用
人
が
い
る

家
庭
は
除
か
れ
ま
す
。

国
母
親
の
死
亡、

行
く
え
不
明
な

ど
に
よ
り
母
親
が
い
な
い
た
め
。

伺
母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た

り、

病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に

障
害
が
あ

っ
た
り
す
る
た
め
。

国
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る

病
人
や
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

が
あ
る
た
め
母
親
が
い
つ
も
看
病

に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
。

同
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
不
幸
が

あ
り
、
そ
の
家
屋
を
失
っ
た
り
、

破
損
し
た
た
め
そ
の
復
旧
の
期
間

入
所
定
員

六

十
名

申
込
期
限

三
月
十
五
日

原
爆
特
別
被
爆
者
ヘ

就

建設中の本町保育所

(3) 

職

支

度

金

者
ま
た
は
そ
の
者
と
生
計
を一

に
す
る
子
が
県
内
の
公
共
職
業

安
定
所
を
通
じ
常
用
労
働
者
と

し
て
就
職
す
る
者

②
常
用
労
働
者
と
は
お
お
む
ね

一

年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る

と
と
が
明
ら
か
な
者

③
低
所
得
者
と
は
十
四
万
円
に
世

帯
主
を
除
い
た
被
保
険
者

一
人

i 

カS

最

適

ま

ネ
ズ
ミ
は
年
聞
を
通
じ
て
生
息

し
て
い
ま
す
が
、

特
に
秋
か
ら
春

に
か
け
て
繁
殖
力
が
お
う
盛
に
な

り、

動
き
も
活
発
で
す
。

1--老人福祉センターの - -1

一一一一通称名募集を延期一一一一一|

応 募で 延 月 募 りをタ老ー
枚 を 氏 募 通製 募 く 、期十 集 ま 募 l 人月市
に 記 名 者称 は方だ多し 五期 し集の 福 一 政
一入、の 名 が法さ 数 ま日 限 たし通 祉 日だ
っ ( 年住 とき いごすまをがて称セ 号 よ
〉ー 齢 所応 に 官 。 応 ので三、お名ンでり

賞発 締送

;入 k雲表経問 機機州 機機感ぎ 切 2 
t霊会益軒町議議織機 躍お大玖

に 者 会八 れ慾撚欝議議議離~:;.;i l ! Xl黙)十 村 島
は l乙 山 日 誌機 欝智雄議選W!lm塁手織 毛 五市 郷
記 は EE市 議長議議議議選議選漁 竺 議委譲 日福 二
念通 25制議選議窓ぎお翠護謀議義運繋議持率議議長 ( 社 五
品 知 どう三 墾韓議論族議欝鯵終綴議議議鐘議翠議運議 当 事
を し で十戸; 竺認た辺三五 、内需 明 日 務

お ま発 周 老人福祉センター完成予想、図 消所
くす 表 年

に
つ
い
て
八
万
円
を
加
え
た
額

よ
り
総
所
得
金
額
が
低
い
者

④
国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
さ
れ

る
世
帯

⑦
生
活
保
護
者

⑦
失
業
対
策
事
業
紹
介
対
象
者

⑦
前
年
中
に
お
い
て
所
得
を
有
し

な
か
っ
た
者

⑤
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者

ま
た
は
寡
婦
で
前
年
中
の
所
得

が
三
十
五
万
円
を
越
え
な
い
者

く
わ
し
く
は
市
社
会
課
へ

乙
の
時
期
を
利
用
し
て
、
町
内

ゃ、

地
域
が

一
体
と
な
っ
て
い
っ

せ
い
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う。

(
駆
除
の
方
法
)

環
境
的
駆
除
法

ネ
ズ
ミ
の
生
活
か
ら
食
う
も
の

と、

住
む
揚
所
を
奪
い
去
る
こ
と

で
す
。

食
糧
品
の
管
理
、
食
物
、

残
菜
な
ど
の
処
置
、
家
庭
内
の
整

理
整
と
ん
、

侵
入
の
防
止
を
徹
底

す
る
乙
と
で
す
。

化
学
的
駆
除
法

毒
餌
を
使
っ
て
、
ネ
ズ
ミ
を
中

毒
死
ぢ
せ
る
乙
と
で
、
毒
薬
を
、不

ズ
ミ
の
体
内
に
畜
積
し
て
だ
ん
だ

ん
活
動
が
に
ぶ
く
な
り
視
力
も
お

と
ろ
え
死
に
至
ら
し
め
る
方
法
で

す。毒
餌
百

l
百
五
十
粒
を
チ
リ
紙
な

ど
に
包
み
、
い
つ
も
餌
を
食
い
な

れ
た
と
と
ろ
、
通
路
付
近
の
物
か

げ
な
ど
に
数
カ
所
配
置
し
ま
す
。

配
置
し
た
後
は
、
食
べ

て
い
る
か

確
認
し
ま
す
。
食
べ
て
い
れ
ば
そ

乙
は
、不
ズ
ミ
の
通
路
と
な
っ
て
い

る
所
で
す
か
ら
減

っ
た
毒
餌
を
補

給
し
、
五
日
間
以
上
食
べ
な
く
な

る
ま
で
続
け
る
と
効
果
的
で
す
。

(
駆
除
期
間
)

に二
。月

十
四
日

か
り

っ
せ



りおおむ白

川

氏
d
州
山

田
川
川

門
/
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川
山

年

川

7
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川

4t
川

和
川

昭
川 は)市政だより

おしらせ

社
会
福
祉
協
議
会

職

員

募

集

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ

ん
が
新
制
高
等
学
校
斗
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
者

②
大
正
元
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

二
十
七
年
四
月

一
日
ま
で
に
生

ーご寄付ありがとう ございました -

約3，500本を寄付大村公園内の樹木

玖
島
郷

自
由
を
さ
れ
て
い
る
老
人
の
た

徳

満
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た
り

~

の

大

村

純

め

に

と
衣
類
な
ど

一こ

ん

包

金

一

封

を

}

毅
さ
ん
は

(寝
ま
き
等
数
十
点
)
を

O
原
口
郷
の
柴
田
宗
弘
さ
ん
は
亡
日

大
村
公
園
。

一
ノ
郷
の
百
武
健
児
君

(松
原

母

ミ

ツ

さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た

山

内
の
樹
木

小
四
年
生
)
は
拾
得
金
を

り
金

一
封

を

品

約
三
千
五

O
池
田
郷
県
営
ア
パ
ー
ト
の
横
因
。
事
業
経
営
に
つ
い
て
研
究
会
を
{

百
本
を
修

肇

さ

ん

は

金

一

封

を

開

催
し
た
際
、
山
口
義
範
さ
ん
~

景
施
設
と

O
桜
馬
場
町
の
吉
村
ア
ツ
ヱ

さ
ん

(市
農
協
)、

高
瀬
富
夫
さ
ん

~

し
て
観
賞

は
亡
夫
七
男
さ
ん
の
忌
明
け
に

(高
瀬
建
設
〉
、

一
瀬
健
剛
さ
ん

叩

の
用
に
供
あ
た
り
金
一
封
を

(
一
瀬
組
)、

内
田

康

一
さ
ん
〉

し
て
〈
だ

O
古
町
六
区
の
中
山
又
男
さ
ん
は

(
田
中
建
設
)
は
開

催
経
費
の
J

さ
い
と
寄

亡
長
男
澄
男
さ
ん
の
忌
明
け

に

残

金

を

{

付
さ
れ
ま

あ
た
り
金

一
封

を

ム

市
立
図
書
館
へ

~

し
た。

@
八
幡
町

の

田

中

カ

ズ

エ

さ

ん

は

円

。
今
富
郷
の
岩
永
亘
さ
ん
は
亡
夫
h

亡

夫

和

夫

さ

ん

の

忌

明

け

に

あ

~

社
会
福
祉

た
り
金

一
封

を

隼

人

さ

ん

の

忌

明

け

に

あ

た

り

一

事
業
費
へ

O
下
田
町
の
竹
道
ツ
ヨ
さ
ん
は
亡

図
書
代
と
し
て
金

一

封

を

一

。
熊
本
市
夫
惣
一
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た

市

立
清
和
国
ヘ

日

九
品
寺
の

り
金
一
封
を

O
桜
馬
場
町
の
中
島
茂
敏
さ
ん
は

戸

武
田
健
男

O
玖
島
郷
の
山
田
ア
キ
さ
ん
、
山

亡
叔
父
、
中
島
雄
次
郎
さ
ん
の
(

さ
ん
は

不

田

禎
史
さ
ん
は
、
亡
夫
(長
男
)

忌
明
け
に
あ
た
り
金

一
封
を

~

玖島郷の大村純毅さん

ま
れ
た
者

③
市
内
」に
居
一住
す
る
者

募
集
人
員

事
務
員

二
名
(
男
女
各

一
名
)

指

導

員

男

一
名

用

務

員

男

一
名

管

理

人

男

一
名

試
験
内
容

面
接
試
験
、
身
体
検

査
、
身
上
調
査

試
験
日

三
月
五
日
(
月
)

試
験
場

市
役
所

願
書
受
付
期
限

二
一月
二
十
九
日

願
書
そ
の
他
ぐ
わ
し
く
は
一市
役
所

内
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

防
火
ポ

ス
タ
ー
募
集

火
災
予
防
に
つ
い
て
の
防
火
ポ

ス
タ
ー
を
市
内
の
小
、
中
学
生
の

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

優
秀
な
作
品
は
市
内
に
掲
示
す
る

と
と
も
に
大
村
市
危
険
物
安
全
協

会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
学
校
ま
た
は
消
防
署

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
営
池
田
ア
パ

ー
ト

入

居

者

募

集

市
営
地
田
ア
パ
ー
ト
が
ま
も
な

く
完
成
し
ま
す
の
で
次
の
と
お
り

入
居
者
を
募
集
し
ま
す。

マ
第
二
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

三
十
二
戸

恒

一

市
制
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、

市
内
岳
の
木
場
(
清
正
公

一

…
町
総
代
及
び
各
種
団
体
の
か
た
が

様
の
上
)

一

一
た
に
よ

っ
て
、
次
の
と
お
り
記
念

植
樹
種

つ

つ
じ
ほ
か

E

F

植
樹

を

し

ま

す

。

…

な
お
、
植
樹
の
あ
と
は、

将
来

-

一
日
時

三
月
二
十
四
日
(
太
曜
)

一

午

前

十

時

三

十

分

都

市

公

園

と
し
て
整
備
さ
れ
る
予

↑

~

雨
天
の
場
合
は
二
月
二
十
五
日

定
で
す
。

~

市
制
施
行
三
十
周
年

六
畳

四
・
五
畳

間
取
り

三
畳

入
居
資
格

①
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
所
定
の
家
賃
、
敷
金
を
支
払
う

能
力
を
有
す
る
人

@
本
人
及
び
配
偶
者
の
収
入
を
合

算
し
て
昭
和
四
十
六
年
一

月
か
ら

同
年
十
二
月
ま
で
の
総
収
入
を
所

得
税
法
に
よ
る
控
除
を
し
た
残
額

を
十
二
で
割

っ
た
額
か
ら
扶
養
親

族
一
人
に
つ
き
五
千
円
を
持
除
し

た
額
が
二
万
七
千
円
以
下
で
あ
る

こ
ん
』。

@
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族

(未
届
の
妻
を

含
む
)
が
あ
る
こ
と
。

家
賃

第
二
種
中
耐
五
千
円

敷
金

家
賃
の
三
カ
月
分

公
募
期
間

三
月
一
日
か
ら
三
月
八
日
ま
で

記

念

植

樹

場
所(

平
常
事
務
時
間
内
)

申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

抽
選
日
及
び
場
所

三
月
十
四
日
午
前
九
時

市
役
所
大
会
議
室

入
居
予
定
日

四
月

一
日

く
わ
し
く
は
建
築
課
へ

通
信
制
生
徒
募
集

長
崎
西
高
等
学
校

全
日
制

へ
も
、
定
時
制
へ
も
行

け
な
い
人
で、

高
等
学
校
卒
業
の

資
格
を
得
た
い
人
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
へ

募
集
期
間

三
月

一
日
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で

募
集
人
員

三
百
五
十
名

く
わ
し
く
は

県
立
長
崎
西
高
等
学
校
通
信
制

長
崎
市
竹
の
久
保
町

一
二
l
九
へ
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百
呂
ぜ
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
(
混
)

予

防

接

種

の
対
象
者

①
第
一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫
者
)

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者
)

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、

一
年

か
ら
一
年
半
た

っ
た
も
の
。

な
お
、
乙
の
期
聞
に
接
種
が
で
き

な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領

百日ぜき・ジフテリア・破傷風(混合)

予 防接種実施日程表

接種 目
。1回 目 I2回 目 I3回目

市 役所 ( )R1t:n I C] R r.; n 12月15日 13月7日 I3月28日

萱瀬出張所 (火) I (火) I (火〉

諏訪公民館 、

I -'-"-:A，，='''=- i 2月16日 I3月8日 I3月29日 |三浦診療所 I'-I./.，J .J.V _ 

1 (水) ! (水) I 水) I 
鈴田出張所 |

1 竹松本町公 !2月17日 i3月9日 |開 O日

福重出張所 I(木 木) I (木)

市 立病 院 | 2月18日 I3月10日 r 3月31日
松原出張所 金金) I (金)

11  
時間はいずれも午後2時から 3時まで

りおおむ市政だより(5) 

名場会

①
第

一
期
の
も
の、

三
週
間
お
き

に
三
回
接
種
。

③
第
二
期
の
も
の
、
い
ず
れ
か
の

日
に

一
回
接
種
。

禁
忌
者

か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
疾
患
、
胸
腺
リ
ン
パ
体
質
の
徴

候
の
あ
る
か
た
は、

接
種
前
に
医

師
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

。
ま
た
、
ジ
フ
テ
リ
ア
(
小
学
校

入
学
前
六
カ
月
以
内
の
も
の
)
の

予
防
接
種
が
す
ん
で
い
な
い
か
た

も
、
も
れ
な
く
う
け
て
く
だ
さ
い

胃
の
集
団
検
診

対
象
者

料

金

三
十
五
歳
以
上
の
人

四
百
円

検
診
方
法

胃
の
集
団
検
診
車
に

よ
る
撮
影
検
査

申
し
込
み
方
法

三
月
一
日
ま
で

に
ハ
ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
世
帯
主
名
を
記
入
の

こ
と
)
ま
た
は
電
話
で
衛
生
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
日

四
月
の
予
定

場

所

大
村
保
健
所

な
お
、
実
施
日
は
決
定
し
だ
い

本
人
あ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
宮
ガ
ン
の
集
団
検
診

対
象
者

三
十
歳
以
上
の
婦
人

料

金

五
百
円

検
診
方
法

集
団
検
診
車
に
よ
る

検
査

申
し
込
み
方
法

三
月
一

日
ま
で

に
ハ
ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
世
帯
主
名
を
記
入
)

ま
た
は
電
話
で
衛
生
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
日

六
月
の
予
定

場

所

大
村
保
健
所

な
お
、
実
施
日
は
決
定
し
だ
い

本
人
あ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す。

中
小
企
業
振
興
資
金

の

ご

利

用

を

振
興
資
金
は
一

企
業
百
万
円
を

限
度
と
し
て
常
時
受
け
付
け
、
毎

月
貸
し
付
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す

く
わ
し
く
は
商
工
会
議
所
ま
た

は
市
商
工
観
光
課

へ

母
子
福
祉
資
金
の
申
し

込
み
は
福
祉
事
務
所
ヘ

母
子

(寡
婦
)
福
祉
資
金
の
借

り
入
れ
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
っ
て
い
ま
す

ご
希
望
の
か
た
は
早
め
に
福
祉

事
務
所
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
資
金
の
種
類
付
就
学
支
度

資
金

伺

就

職
支
度
資
金
同

修
学
資
金

側

修
業
資
金

申
請
書
の
提
出
期
限

三
月
末
日

提
出
書
類

貸
付
申
請
書
、
戸
籍

謄
本
、
住
民
票
の
写
し

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

講
演
会

教
育
講
演
会

「
子
ど
も
の
才
能
を

ど
う
伸
ば
す
か
」

き

三
月
一
日
(
水
〉

午
後
二
時
か
ら

大
村
市
民
会
館

とと
こ
ろ

' 
‘ 

! とん歳れほで唱きかん藩 でのに 年 :ハγ刈;
iなだ のたど論し 、らだへあ父き生)飯 松況で回目:":..， . .:::~ 

りが時。で語 、詩 字。移る 杏さま筑山 IA 争点。!t/::fi ‘， 、、、 五 、、五をを 三り大 哲毛れ前 は杯 ・::::':.:~イソメト
t 三二幕教幼六歳暗書歳住村 lとった国 天 飯 模型以ぎ !
i秀 年府 館 時歳 伴 。早ま保 .1. ;:~:\<)f:'Í<~)':::: 
i才 後の を か で 九〆 わ 九 良E十 凶ぷパ
. の に 冒終ら孟.舗...れ歳郡年 の E2<~ヨr~~~~~~~~~~
; ー は 平え神子 下心;豊富.' 、の 翁( 墓 ~}!a1:松浜誌 i

人 、乙て 童 を ふいi覇睡盟主 j 母 時 22一 ε ~:tXtt.s 
に 詩 う、と 読重量量邑 ! の、 福 八 吠:nと(0:iiB.i

! 数文 l乙十呼ん弘豊富聾イ 郷医官 三 ②泳三ぺ:;た !

!え 掛学八 ば だ r~盈躍盤自[-""'11 里 者 5 九 五三いて;???!
; る う ら田 ，j圃圃匝覇軍罷墨置大と清思情授帰えら i
i 。門乙れ 松 の 翠 璽 置盟麗盤 政 血 、想熱と省、れ j

弟 の た 陰 ち組 語圏圃圃瞳醤冨奉 盟昇 ををな し安た
! ら 墓。と 、盟国園開腫還を 、鼓 そ り て 政。 !
』 がは と従 盟国・圃圃闘騒幽画E の 交 楠 吹 そ 、 、六 八
i 建 、 も四 運 わ 本し い 藩五年年 i
i 立飯に位 動し正 ァだ内 教(の
. し山 靖 を を、 隆 三 。子 館一江 .
i たの 国贈倒歳年て目がお藩ら[と弟の八 戸 :
i も遺 神ら れで、、前、乙 政三塁く の 学五留 :

の 徳 社れ た 凶 二慶 維 な 改十 乙 教 頭 九 学
! でを に 、 。刃十応に新つ革七渡勤育 、年 を'
t あ慕 祭吉 に九三し をた、 名辺皇 lζ 教 ) 終 t

講

師

教
育
評
論
家
で
現
代
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
理
事

阿

部

進

先
生

先
生
は
現
代
っ
子
の
気
質
を
み

ご
と
に
表
現
し
て
お
ら
れ
、
そ
の

話
題
は
、
今
テ
レ
ビ
ま
た
は
著
書

を
通
じ
て
人
気
の
ま
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

主

催

市
教
育
委
員
会

・
市
P

T
A
連
合
会

・
連
合
婦
人
会

入
場
整
理
券
発
行
場
所

会
場
整
理
の
た
め
入
場
整
理
券

(無
料
)
を
発
行
し
ま
す
が
、

整
理
券
は
、
市
内
小
中
学
校
P

T
A
事
務
局

・
各
地
区
婦
人
会

長
宅

・
社
会
教
育
課

へ
準
備
し

て
お
り
ま
す
。

枚
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
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n
b
 

りおおむ

読

書

感

想

文

最

優

秀

賞

に

植

木

さ

ん

市政だより

さ
き
に
、

第
三
回
、
読
書
感
想

文
の
募
集
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

皆
様
の
ど
協
力
を
い
た
だ
き、

八

十
一

点
の
応
募
作
品
が
あ
り
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
入

選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
一

点
「
海
軍
主
計

大

尉
小
泉
信
吉」

植
木
弘
子
さ
ん

少年についての相談は

少年 f¥ タンセ

(主
婦
)、

優
秀
賞
二
点
「
エ

ベ
レ
ス
ト

へ

の
道
」
丹
羽
み
ゆ
き
さ
ん
(
主

婦
)
、
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
と
え
」

稲
富
由
利
子
さ
ん
(
玖
島
中
三
年
)

佳
作
五
点
、「
狭
き
門
」
寺
井
喜

美
子
さ
ん
(
大
高
一
年
)
、
「
十
七

才
の
絶
唱
」

北

川

恵
美
子
さ
ん

(
大
高
二
年
)
、
「
父
と
子
」

永
島

増
美
さ
ん
(
大
高
二
年
)
、
「
ジ
キ

ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
」

圧
司
真
由

美
さ
ん

〈玖
島
中
二
年
)、「
伊
豆

の
踊
子
」
高
浜
幸
子
さ
ん
(
西
中

三
年
)
、

な
お
、
授
賞
式
は
三
月

一
日
午
後

一
時
二
十
分
か
ら
市
民
会
館
で
行

な
い
ま
す
。

市
は
少
年
の
健
全
育
成
と
不
良

化
防
止
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
十

月

一
日
か
ら
教
育
委
員
会
に

「大

村
市

少
年
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置

し
、
四
十
名
の
少
年
補
導
員
を
委

嘱
し
て
、
街
頭
補
導
や
、
少
年
問

題
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
お
困

り
の
か
た
は
遠
慮
な
く
、
気
軽
に

「少
年
セ

ン
タ
ー
」
ま
た
は
少
年
補

導
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

少
年
セ
ン
タ
ー
は
社
会
教
育
課

内
電
話
四
一
一

一
番
内
線
の
二

四
五
番
で
す
。

催主
婦
の
作
品
展

期

日

二

月
二
十
七
日
日
曜

十
時
か
ら
十
六
時

一一
月
二
十
八
日
月
曜

十
時
か
ら
十
五
時

会

場

市
民
会
館
三
階

主

催

市
連
合
婦
人
会

市
教
育
委
員
会

展
示
内
容

作
品

コ
ー
ナ
ー

生
花
、
手
芸
、
木
彫
、
ほ
か

即
売
品
コ
ー
ナ
ー

自
然
食
品
、
ほ
か

体

力

づ

く

り

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

青
少
年
か
ら
成
壮
年
ま
で
、
体

力
づ
く
り
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

主

催

市

教
育
委
員
会

主
管

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

と
き
二
月
二
十
日

(
日
)

午
前
九
時

と
こ
ろ

西
大
村
中
学
校
体
育
館

種
目

少
年
の
部
(
十
八
歳
ま
で

中
学
、
高
校
に
わ
け
る
)

青
年
の
部
(
三
十
歳
ま
で
)

成
年
の
部

(
三
十
一
歳
以
上
)

い
ず
れ
も
試
合
当
日
の
年
齢
、

シ
ン
グ
ル

ス
及
び
ダ
ブ
ル
ス

申
し
込
み
期
日

一
一
月
十
九
日
(
土
)
正
午
ま
で

申
し
込
み
先

玖
島
郷
二
十
五
番

地
市
教
育
委
員
会
体
育
課

そ
の
他

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

優

秀

賞

市
政
だ
よ
り
の
昨
年
七
月
十
五

日
号
の
表
紙
写
真

(右
の
写
真
)

が
、
県
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
写
真

の
部
で
、
み
ご
と

一
席
に
な
り
優

一

税
理
士
業
務
を
行
な
う
乙
と
が
~

↑で
き
る
人
は
、
税
理
士
試
験
に
合

一

~
格
し
て
、
税
理
士
の
登
録
を
受
け
一

一
税
理
士
会
に
入
会
し
て
い
る
税
理

-

一
士
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
弁
護
士

…

先
般
申
し
込
ま
れ
た
か
た
へ
欠

H

i

E公
認
会
計
士
で
一
定
の
手
続
き
を一

の
と
お
り
配
付
し
ま
す
。

-…
し
て
い
る
人
も
税
理
士
業
務
を
行

一

期

間

二

月
十
八
日

1
二
十
九
日

一一
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-

場
所

市
役
所
総
務
課
庶
務
係

川-

こ
れ
以
外
の
人
が
税
理
士
業
務

一

領

価

千

六
百
円
(
未
納
の
方
)
一

1

1

.

↑を
行
な
う
と
、

法
律
に
違
反
す
る

一

水

道

管

に

も

…

乙
と
に
な
り
、
一
一
年
以
下
の
懲
役

一

早

め

に

防

寒

を

一

ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

ん

一
せ
ら
れ
ま
す
。

一

戸
外
の
水
道
で
む
き
だ
し
の
水

一

道
管
は、

凍

った
り
、
破
裂
す
る
-

に

せ

税

理

士

に

-

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
じ
ゃ
口
や
…

水
道
管
に
は、

早
め
に
防
寒
を
し

一

ご

注

意

~

寺
子
し
ょ
，
っ
。

-

。
こ
ん
な
所
に
は
必
ず
防
寒
を
一
「
に
せ
税
理
士
」
は、

法
律
に
違

一

O
北
向
き
の
所

一
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
納
税
者

~

O
風
当
り
の
強
い
所

一に
迷
惑
を
か
け
る
と
と
が
多
い
の
一

O
家
の
外
に
あ
る
水
道
管

~で、

国
税
庁
、
国
税
局
、
税
務
署
一

O
防
寒
の
仕
方

(手
近
な
方
法
)

一で
は
、
に
せ
税
理
士
に
対
し
、
き

一

O
む
き
だ
し
の
水
道
管
ゃ
、
じ
ゃ

一
び
し
い
態
度
で

の
ぞ
み
、
乙
れ
を
ん

口
に
布
を
約
二
セ

ン
チ
の
厚
さ

↑
取
り
締

っ
て
い
ま
す
。

一

に
ま
き
、
そ
の
上
を
ビ

7
ル

一

に
せ
税
理
士
を
横
行
さ
せ
な
い

一

テ
!
プ
で
ま
い
て
水
で
ぬ
れ
な

一た
め
に
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん

~

い
よ
う
に
す
る
と
効
果
が
あ
り
↑
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
い
た
だ
一

ま
す
。

…
く
こ
と
が
、
な
に
よ
り
た
い
せ
つ
目

(注
)破
裂
し
た
場
合
の
経
費
は
使

一山

で

す

。

一

用
者
負
担
で
す
。

一

秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
制
三
十
周
年
誌

「
大
村
の
あ
ゆ
み
」
を

配

付

し

ま

す

1‘ 
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